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1

【
議
案
第
2
号
】福
智
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
3
号
】福
智
町
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
4
号
】福
智
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
5
号
】福
智
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
6
号
】福
智
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
7
号
】福
智
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
8
号
】福
智
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

案
可
決
　

【
議
案
第
9
号
】福
智
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

案
可
決
　

【
議
案
第
10
号
】福
智
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
11
号
】福
智
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
12
号
】福
智
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
13
号
】福
智
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
14
号
】福
智
町
若
年
者
専
修
学
校
等
技

能
習
得
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
15
号
】福
智
町
天
郷
青
年
の
家
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
16
号
】福
智
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
17
号
】国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診
療

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

案
可
決
　

【
議
案
第
18
号
】福
智
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
議
案
第
19
号
】
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
…

原
案
可
決
　

【
議
案
第
20
号
】
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
…

原
案
可
決
　

【
議
案
第
21
号
】平
成
19
年
度
福
智
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て
…
原
案
可
決
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【
議
案
第
22
号
】平
成
19
年
度
福
智
町
同
和
地
区

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

1
2
1

3

2

9
5
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0
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【
議
案
第
23
号
】平
成
19
年
度
福
智
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

…
原
案
可
決
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8
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30
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6
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【
議
案
第
24
号
】平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
福

智
町
立
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）に
つ
い
て
…
原
案
可
決
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【
議
案
第
25
号
】平
成
19
年
度
福
智
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て
…
原

案
可
決
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【
議
案
第
26
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

3

【
議
案
第
27
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
同
和
地
区

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
…
原
案
可
決
　

3

【
議
案
第
28
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

3

【
議
案
第
29
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

3

【
議
案
第
30
号
】平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
福

智
町
立
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

…
原
案
可
決
　3

【
議
案
第
31
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

3

【
議
案
第
32
号
】
平
成
20
年
度
福
智
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
…
原

案
可
決
　

3

【
議
案
第
33
号
】福
智
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い

て
…
原
案
同
意
　

【
議
案
第
34
号
】議
案
の
訂
正
に
つ
い
て
…
許
可
　

26

【
請
願
第
1
号
】地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
…
採
択
　

【
発
議
第
1
号
】獺
ヶ
谷
水
路
耐
震
被
害
の
調
査

に
関
す
る
動
議
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

【
発
委
第
1
号
】獺
ヶ
谷
水
路
耐
震
被
害
調
査
特

別
委
員
会
調
査
経
費
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
　

　平成20年第1回定例会が、
3月5日～3月19日まで15日
間の会期で開催され、議案
34件および請願等が審議
されました。　

会 期 日 程 　

● 3月5日（水）　
　　本会議（第1日）　
● 3月6日（木）・7日（金）　
　　総務文教常任委員会　
● 3月10日（月）・11日（火）　
　　厚生常任委員会　
● 3月12日（水）・13日（木）　
　　産業建設常任委員会　
● 3月14日（金）　
　　各常任委員会予備日　
● 3月17日（月）　
　　本会議（第2日）　
● 3月18日（火）　
　　本会議（第3日）　
● 3月19日（水）　
　　本会議（第4日）　

　今定例会において、新たに獺ヶ谷水路耐震被
害調査特別委員会が設置されました。今後、調査
を行ない、調査結果がまとまり次第、報告いたします。　

委 員 長 　皆川　高司　
副委員長　 渡邉　文敏　
委 　 員 　池永　利治　

委 　 員 　安永　榮一　
委 　 員 　　津　鶴己　
委 　 員 　浦田　光由　

▲
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平成18年6月定例会で設置をした市場地区用水路床版設置事業調査特別委員会が、平成20

年3月定例会で調査終了の報告をおこないました。12回の委員会を開催し、証人として22名
の方々に協力をいただき、約9ヶ月におよんだ調査結果の概要を次のとおり報告します。　

調 査 結 果 　調 査 結 果 　

問 題 点 　

①合併後、職員間の意思疎通が充分になされていない。　

②行政と地域役員間の連携システムが構築されて

いない。　

③人事について適材適所の配置がなされていない。　

④町長と職員間の信頼関係が欠如している。　

指摘・改善事項　

①町長は問題点の改善策を講じて、早急に行政と地域

住民が一体となれるよう尽力し、互いに認め合えるよ

うな空気の流れを作るべく、努力することを切に望む。　

②人事権・執行権は町長しか持ち得ない権限である。

行政の執行において町長の認印なく執行される案

件はない。責任転換・言い訳は町民に対して裏切り

行為となる。行政のリーダーとして自覚を促す。　

概要および総括　

　工事関係資料の調査および証人尋問を11回行い、

証言をもとにつぶさに調査した。　

　この工事は、農業用水路に車が転落し、人命に係る

重大事故であったため、安全対策の要請があり、工事が

おこなわれた。　

■住民監査概要　

・外部からの圧力による疑惑の解明は、各関係者の

証人尋問により、何もそのような事実はなしとの

証言であった。　

・6月に開催された議会運営委員会で、町長自ら

100条委員会の設置を促す言動があり、本末転倒

で議会軽視と言わざるを得ない状況。　

・町長より返還の債務を自身が負うとの発言あ

り（9月11日：第7回調査特別委員会）　

◎この調査にあたり、議会が調査権をもつといえども、

司法と同じことはできず、対象者も周りの環境も民

間の事件の調査とはかけ離れた感覚であった。　

◎ 100条委員会は、罪を見つけることのみが目的では

なく、委員会の指摘により、行政自らが再発防止に取り

組み、今後二度とこのような事件を起こさないように

する事こそが、我々の最大の目的であり、そのことに

ついては、大きな成果を得ることができたと考えられる。　

◎行政の職員は、いかなる場合も福智町町民のために

常に意義ある公務員であってほしいと切に願う。　

　以上の報告を持って、平成19年6月22日に設置さ

れた、市場地区用水路床版設置事業調査特別委員会

（100条委員会）の報告といたします。　

■調査特別委員会調査概要　

・地域住民より監査請求が提出される　

・監査結果として『地方自治法に基づき、支出および

支出予定の公金を町に返還させるための措置を講

じるように勧告する。また、同法に基づき講じた措

置状況について、監査委員宛に通知されたい。　

1. 返還額　
　工事設計委託料・工事代金・原状回復にかかる費用　

2. 返還期限　平成19年8月31日　

委 員 長 　
副委員長　

大　島　勇　夫　
池　永　利　治　

委 員 　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　

沼　口　富　生　
小　松　春　義　
皆　川　高　司　
安　永　榮　一　
堀　江　政　洋　
吉　田　　　剛　
渡　邉　文　敏　
浦　田　孝　一　
植　田　年　昭　

委 員 　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　

　　津　鶴　己　
片　岡　文　雄　
杉　本　數　男　
浦　田　光　由　
属　　　公　弘　
原　田　　　正　
日比生　洋　一　
大　島　道　人　
　

3

　
3
月
定
例
会
に
お
い
て
、一
般
会
計
お
よ
び
5
つ
の
特
別
会

計
、水
道
事
業
会
計
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。一
般
会
計
は
前

年
度
よ
り
約
４
億
７
千
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、厳
し

い
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、今
後
も
さ
ら
な

る
行
財
政
改
革
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

・基金現在高の状況見込み　（平成20年度末）・・・・・・113億2,015万円　
・地方債現在高の状況見込み（平成20年度末）・・・・・・・・229億932万円　
※なお、地方債の元利償還金については国からおおむね60％が地方交付税として交付されます　

同和地区住宅新築資金等　
貸 付 事 業 特 別 会 計 　
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 　

老 人 保 健 特 別 会 計 　

診 療 所 事 業 特 別 会 計 　

後期高齢者医療特別会計　

2億6,209万2千円　
38億9,845万8千円　

5億3,291万1千円　
11億569万円　

2億6,692万円　

収 益 的 収 入 　

収 益 的 支 出 　

資 本 的 収 入 　

資 本 的 支 出 　

　

5億8,374万5千円　
5億8,374万5千円　

3億214万6千円　
4億2,479万6千円　

水道事業会計　

平成20年度一般会計予算の状況　 （単位：百万円）　

歳　入　 歳　出　町税　
1,585　

（12.1％）　

地方債　
1,435　

（10.9％）　

繰越金　
689　

（5.3％）　
その他　

973　
（7.3％）　

県支出金　
1,007　
（7.7％）　

国庫支出金　
1,529　

（11.7％）　

地方交付税　
5,556　

（42.3％）　

地方譲与税等　
352　

（2.7％）　

議会費　
114　

（0.9％）　

諸支出金　
2,496　

（13.4％）　

公債費　
2,548　

（19.4％）　

総務費　
1,362　

（10.4％）　

民生費　
3,830　

（29.2％）　

衛生費　
848　

（6.5％）　

労働費　
552　

（4.2％）　

農林水産業費　
350　

（2.7％）　

商工費　
31　

（0.2％）　

土木費　
1,999　

（15.3％）　

消防費　
344　

（2.6％）　

教育費　
987　

（7.5％）　

災害復旧費　
5　

（0％）　
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問　
（答）　
意見　
問　
　

（答）　
　
問　
　
　

（答）　
　
　
　

意見　
問　
　

（答）　

厚生常任委員会報告　    

赤池保健センターのレストランは閉鎖をするのか。　
実質、閉鎖で進めている。　
各団体等とは事前によく話し合いを行なってほしい。　
コスモス診療所は、経営診断を受けて入院を撤廃す
るという結果になったのか。　
経営診断により、赤字見込みが大きい入院について
は整理をするべきだという判断をしました。　
今まで利用していた人が入院できなくなったことによ
り、かなり困っていると聞くが、その点について町長の
考えは。また、住民に理解されたと思っているのか。　
町民の方には、支障が最大限少なくなるように近隣
の公的機関と連携がとれるよう努力します。また、取
組みについて周知されていない状況があると思うの
で、充分理解していただけるように努力していきます。　
周知期間を充分取るべき。　
松木副町長は行財政のエキスパートとして来たが、
コスモス診療所の経営について、どう思っているのか。　
今回、入院部門で約2千万円～3千万円の赤字解消
につながりますが、そのほかについても、今後の人
員体制を見ながら改善していけば、将来立ち直りが
期待できると思います。　

町長は、タウンミーティングで金田保健センターの維持
管理を社会福祉協議会に一任すると言っていた。しかし、
社協は赤字がかなりあるがやっていけるのか。新たに助
成金を支出するのか。　
まだ金田保健センターへの統合は正式には決まってい
ないが、維持管理の委託料は社協への助成金に含まれ
ているので、新たに増額するということはありません。　
社会福祉協議会への助成金6,500万円は、前年度と同
額となっているが、社協が統合された場合、金額的に削
減できるのではないか。今後、どのようにしたら、経費削
減につながるのか、シミュレーションはないのか。　
統合委員会で統合場所を3箇所検討し、その場所に移っ
た場合の縮減額がどれくらいになるのかを算出しました。
金田保健センターに移った場合は約800万円～
1,000万円の縮減ができる予定です。　
一つに統合したとき住民サービスの観点からはどう
なのか。　
住民サービスの低下につながるのでは、という指摘はあ
りました。利便性を確保するため、福祉バスの充実・拡
充が必要だと考えます。　

問　
　
　
　

（答）　
　
　
問　
　
　
　

（答）　
　
　
　
問　
　

（答）　
　

【付託された案件】　
議案第7号・8号・9号・10号・11号・13号・17号・21号・22号・23号・24号・25号・26号・27号・
28号・29号・30号・31号・32号　

【審査結果】　
各担当職員より説明を受け、慎重審議した結果、議案第17号・議案第26号・議案第30号について委員より異議があり、議案第17

号・議案第30号は挙手による採決の結果、賛成多数で可決しました。議案第26号については、町社会福祉協議会負担金6,500

万円について、町長よりこの予算については、社会福祉協議会の経営努力が見られない限り支出しないとの報告を受け、委員全員
了承により議案第26号を承認することとなり、全議案を可決すべきものと決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。　

●3月定例会にはたくさんの方が傍聴に来ました　

※延べ人数です　

本会議傍聴者数　73人　 9人　73人　 各委員会傍聴者数　9人　

問　
　

（答）　
意見　
問　

（答）　
問　

（答）　
意見　
　
問　

（答）　

5

総務文教常任委員会報告　    

旅費の改定をすることにより、どれだけの効果があ
るのか。　
かなりの削減ができると思われる。　
出張には公用車を使用することを望む。　
天郷青年の家の職員数は。　
臨時職員2名です。　
廃止することによりその職員の処遇は。　
解雇することになります。　
支所の廃止等が検討されているが、本庁への電算の
移行も今後検討すべき。　
暴力追放に関して今後の考えは。　
昨年の10月頃、安全安心会議が発足しているので、
今後検討したいと思います。　

町有地の草刈りは誰がしているのか。　
業者への委託や、建設課職員がおこなっています。　
支所の廃止という話が出ている中、方城支所に電算関
係の機械が全てあるが、本庁に移し替える作業等はして
いるのか。　
まだそこまではいっていないが、対応していきたいと思います。　
パソコンのサーバーの耐用年数は。また台数は何台あ
るのか。　
耐用年数は5年で、260台あります。　
方城支所にある電算関係は今後どうするのか。　
支所は、将来的に売却の方向で進めます。電算関係が移
転するとき、損失を最小限に抑えるため、今後検討・調整
していきます。　

問　
（答）　
問　
　
　

（答）　
問　
　

（答）
問　

（答）　
　

【付託された案件】　
議案第2号・3号・4号・5号・6号・15号・21号・26号・請願第1号　

【審査結果】　
各担当職員より説明を受け、慎重審議した結果、議案8件および請願については、可決・
採択すべきものと決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。　

問　
　
　
　

（答）　
意　
　

意見　
　
問　
　

（答）　
　
　
　
　
問　

産業建設常任委員会報告　    

日王の湯に補助金を800万円出している。もっとお
客を呼べるように対応していく必要があるのではな
いか。また、物産館はオープンして2～3ヶ月でやめ
ているようだがどうなっているのか。　
800万円については入湯税相当額を補助金として
助成しています。物産館については、昨年の12月
27日で一時休業となっています。　
日王の湯は、もっと努力をしていただき、極力町から
の持ち出しがないようにしていただきたい。　
以前、東京に上野焼の伝統工芸について、事務所を
設けたいと言っていたが、その後の経過は。　
現在、池袋駅の近くに上野焼の一坪くらいの出展コ
ーナーがあります。そこは上野焼が独自でやってい
ますが、そういったところを拠点にし、また、東京事
務所を設けたとき、採算が取れるかを検証しながら
やっていきたい。　
上金田中央線の補償費5,700万円について説明を。　

旧金田町のときに、国の事業として発注しました。しかし、
数軒と協議が成立せず一部残したところで工事を発注し
ました。その後も協議を重ねましたが、1軒と話し合いが
つかず、平成17年度に協議の打ち切りをおこないました。
合併後、地元行政区から、この未復旧となっている区間
をどうするのかという要望書があがり、福智町としては、
整備をおこないたいということで予算を計上しました。　
旧金田町で廃案になったものを再度あげている。現状
を見ると約5mの立派な道路がある。無駄なのでは。　
他にもいびつな場所はある。補償費の額が大きすぎる
のではないか。　
国・県の意見は聞いているのか。　
聞いていません。　
この補償費については減額するということで審議をし
ていただきたい。今後、整備計画・工法等を地元と合議
をし、方向性が決まり次第、予算の計上をさせていただ
きたいと思います。　
　
　

（答）　
　
　
　
　
　
　

意見　
　
　
　
問　

（答）　
　

【付託された案件】　議案第18号・21号・26号　

【視察箇所】　
堀田橋改修工事、赤池団地、岩屋地区急傾斜地崩壊対策工事、浄万寺団地、東区地区改良住宅、
役場～伊方橋線道路改良工事、上金田中央線道路改良工事　

【審査結果】　
議案審議前に平成20年度事業として予算計上された施行箇所の視察を行いました。各担当職員より説明を受け、慎重審議した結果、
議案第18号・議案第21号は異議なく、可決すべきものと決定しましたが、議案第26号については、上金田中央線に関する予算を減
額し、再度、訂正議案として上程する旨の町長の報告を受け、委員全員の了承により承認しました。主な意見・質疑は次のとおりです。　

（町長答弁）　
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議員　属　公弘　

※一般質問は受付順に掲載しています。　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

３
町
合
併
か
ら
丸
２
年
が
た
つ
わ
け
で
す
が
、そ

の
間
、行
政
内
に
お
い
て
も
課
題
で
あ
る
行
財
政

改
革
に
伴
い
、平
成
１８
年
６
月
に
行
革
推
進
委
員
会
の
選

任
を
終
え
て
、翌
７
月
１０
日
、行
財
政
推
進
委
員
会
に
諮

問
を
す
る
と
、そ
れ
か
ら
平
成
１８
年
１１
月
２７
日
、諮
問
に

対
す
る
中
間
報
告
の
要
請
を
受
け
る
と
、そ
し
て
ま
た
１８

年
１２
月
、行
政
内
部
で
も
行
財
政
改
革
推
進
本
部
と
い
う

も
の
を
設
け
て
立
ち
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

ね
。
そ
れ
か
ら
１９
年
２
月
６
日
、や
っ
と
福
智
町
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
る
と
。
そ
し
て
平
成
１９
年

９
月
末
に
答
申
を
得
て
、大
綱
、実
施
計
画
、要
す
る
に

集
中
プ
ラ
ン
の
策
定
を
終
え
た
と
。こ
の
よ
う
な
経
過
を

踏
ん
で
お
り
ま
す
が
、私
も
来
月
４
月
で
丸
１
年
を
迎
え

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、行
財
政
改
革
を
使

命
と
し
て
、就
任
以
来
あ
え
て
憎
ま
れ
な
が
ら
声
を
大
に

し
て
行
政
改
革
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、ど
う
や
ら
初
期

の
目
的
を
達
し
た
か
に
思
え
る
の
で
、こ
こ
ら
で
一
応
静

観
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
職
員
の
意
識
改
革
も
、当
初
に

比
べ
て
少
し
は
私
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、一
部
で
は
ま
だ
ま
だ
、失
礼
な
言

い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、改
革
に
対
す
る
真
の
自
覚
に

欠
け
た
職
員
も
多
数
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、そ
の

よ
う
に
危
惧
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、こ

れ
か
ら
は
一
層
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
汗

を
流
し
、努
力
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、成
就
す
る
も

の
と
結
論
付
け
る
。
早
急
に
行
革
全
般
に
亘
る
内
容
の
す

り
合
わ
せ
を
終
え
実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　

　
さ
て
、１
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、行
財
政
改
革
大
綱

に
つ
い
て
の
中
で
、行
財
政
改
革
の
必
要
性
と
い
い
ま
す

か
、重
要
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
　

【
総
務
課
長
】
　
３
町
が
合
併
し
て
福
智
町
が
発

足
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、経
常
収
支
は
１
０
０

を
超
え
て
、地
方
債
の
残
高
２
４
０
億
円
と
膨
れ
上
が
っ

て
お
り
、合
併
こ
そ
地
域
活
性
化
再
建
の
特
効
薬
で
あ
る

と
い
う
合
併
特
例
債
を
あ
て
に
し
て
、さ
ら
な
る
地
方
債

残
高
を
ふ
や
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
な
福
智
町
を
ひ
っ
迫
し
た
財
政
か
ら
再
生

す
る
た
め
に
は
、行
財
政
改
革
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
膨
れ
上
が
っ
た
行

政
機
構
の
ス
リ
ム
化
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、福
智
町
の
将

来
は
再
度
財
政
破
綻
を
迎
え
る
こ
と
と
必
然
と
し
て
い

ま
す
。こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、行
財
政
改
革
が
避

け
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　

福
智
町
全
町
民
の
為
に
も
、か
な
ら
ず
や
真
の
行

政
改
革
の
成
果
を
浦
田
町
長
始
め
行
政
職
員
一

同
に
心
よ
り
期
待
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、財
政

健
全
化
は
こ
の
２
年
間
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
そ

れ
を
果
た
し
て
で
き
た
か
ど
う
か
。お
尋
ね
し
た
い
。
　

【
町
長
】
　
福
智
町
が
誕
生
し
て
丸
２
年
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、財
政
健
全
に
向

け
て
の
計
画
等
の
作
業
を
進
め
ま
し
た
け
ど
、実
際
的

に
は
顕
著
な
財
政
再
建
に
向
け
て
の
効
果
と
い
う
の
は

こ
の
２
年
間
の
間
に
は
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
　

　
公
的
施
設
の
統
廃
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
２０
年

度
か
ら
一
応
の
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し
た
し
、タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
あ
る
い
は
議
会
で
御
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、こ
れ
は
今
ま
で
の
経
緯
を
見
定

め
、そ
し
て
精
査
を
し
な
が
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
だ

と
、そ
の
よ
う
に
私
ど
も
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
た
だ
、議
員
が
御
指
摘
の
よ
う
な
、町
民
の
方
々
に

は
っ
き
り
目
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
財
政
の
健
全
化
と

い
う
こ
と
は
ま
だ
実
現
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
け
ど
、

し
か
し
、平
成
２０
年
度
は
、き
ち
ん
と
そ
う
い
う
形
の

も
の
を
町
民
の
方
々
に
御
理
解
を
い
た
だ
け
る
、そ
う

い
っ
た
も
の
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
　

回
答
　

7

田川地区消防組合　

▲事務所は田川市川宮にあります　

田川市・香春町　
添田町・川崎町　
糸田町・大任町　
福智町・赤　村　

構 成 市 町 村 　

　消防組合は、自治体消防に関する事務などを共同で処理
しています。　
　3月に開催された議会では、平成20年度当初予算などの
審議をおこないました。その中で、はしご車を購入すること
に対しての質疑などが出ましたが、現在使用しているはしご
車は、購入後20年が経過し、はしごの強度等の問題により
新たに購入したいとの説明があり、承認し可決されました。　

　一部事務組合とは、複数の市町村が行政サービスの一部を共同で行なうことを目的として設置された組
織です。それぞれの一部事務組合には議会があり、福智町議会から数人の議員を選出しています。ここでは、
4つの一部事務組合議会で審議されている内容等をご紹介します。　

田川地区斎場組合議会　

▲事務所は田川市伊加利にあります　

田川市・香春町　
添田町・川崎町　
糸田町・大任町　
福智町・赤　村　

構 成 市 町 村 　

　斎場組合は、火葬のための斎場施設の設置や管理およ
び運営に関する事務を共同で処理しています。　
　2月議会では、平成20年度当初予算などの審議をおこ
ない、火葬炉の改修費1,500万円などを承認しました。火
葬炉の改修は平成18年度～平成20年度の3ヵ年で計画
しており、約4,800万円を見込んでいます。　
　また、近年の原油価格の高騰等により、厳しい財政状況
となっています。　

田川地区清掃施設組合議会　

▲事務所は田川市位登にあります　

田川市・川崎町　
糸田町・福智町　

構 成 市 町 村 　

　清掃施設組合は、クリーンセンター等の管理および運営
に関することなどを共同で処理しています。　
　1市3町内には2箇所のごみ処理施設がありますが、老朽
化等に伴い、新たなごみ処理施設の候補地を川崎町に決め
ていました。しかし住民の強い反対により、現在白紙の状
態となっています。今後は建設候補地の選定を早急に進め
ていくとの報告がおこなわれています。　

田川地区水道企業団議会　

▲事務所は赤村内田にあります　

田川市・川崎町　
糸田町・福智町　

構 成 市 町 村 　

　田川地区水道企業団は、上水道事業の一部（構成市町に
いたる送水管までの用水供給事業）に関する事務を共同
で処理しています。また、共通の諸問題（施設整備、財政等）
の協議や広域的な水道ビジョンの策定も計画しています。　
　今年1月に企業団議会議員による伊良原ダム（京都郡み
やこ町犀川）建設予定地の現地視察をおこない、ダムの早
期完成に向け、現在協議が進められています。　

◎このほかに福岡県介護保険広域連合議会、福岡県後期高齢者医療広域連合議会があり、いずれも浦田町長が選出されています。　
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議員　日比生洋一　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

共
同
調
達
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
共
同
調
達

は
福
岡
県
内
44
市
町
村
で
つ
く
る
福
岡
電
子
自
治

体
共
同
運
営
協
議
会
で
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
と
新
聞

に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。福
智
町
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参

加
し
、使
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
平
成
13
年
1
月
に
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、合
併

前
の
旧
三
町
の
と
き
に
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の

整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。　

　

共
同
調
達
は
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
だ
け

で
す
か
。
　

【
町
長
】
　
日
常
的
な
消
耗
品
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
将

来
的
に
は
住
民
票
の
電
子
申
請
等
が
普
及
し
て
く

る
の
で
、
今
後
は
市
町
村
間
で
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
事
業
の
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。
　

　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
を

2
0
1
0
年
度
ま
で
に
現
在
の
約
2
倍
に
増
や

す
方
針
等
を
出
し
て
い
ま
す
。
共
同
調
達
の
制
度
を
活

用
し
、行
財
政
改
革
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
　

【
財
政
課
長
】　
共
同
調
達
が
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
、そ
れ
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

町
内
小
中
学
校
の
通
学
路
を
ど
の
く
ら
い
把
握
し

て
い
ま
す
か
。　

【
教
育
長
】　
す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。　

　

通
学
路
の
歩
道
設
置
や
道
路
の
拡
張
工
事
な
ど
、

全
体
的
に
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

【
学
校
教
育
課
長
】　
状
況
箇
所
を
把
握
し
分
析
を

し
て
い
な
い
の
で
、数
値
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。　

　

町
内
の
通
学
路
に
は
、交
通
の
危
険
箇
所
や
薄
暗

く
う
っ
そ
う
と
し
た
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今

は
物
騒
な
世
の
中
で
す
。
ぜ
ひ
通
学
路
の
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。　

【
教
育
長
】
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
に
関
す
る
安

全
措
置
に
つ
い
て
は
、各
小
学
校
に
1
人
ず
つ
登
校

を
見
守
る
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
危
険
箇
所
の
見
回
り
等
も
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、各
学
校
に
は
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
つ
い
て

の
安
全
確
認
等
に
、一
層
力
を
入
れ
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。　

　

昨
年
の
4
月
に
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。小
学
6
年
生
と
中
学
3
年
生
が
受
け
、

筑
豊
事
務
所
管
内
で
の
正
答
率
が
全
項
目
に
お
い
て
最
下

位
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
。　

【
教
育
長
】　
福
岡
県
内
を
7
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ

け
、平
均
点
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。筑
豊
教
育
事
務

所
は
11
市
町
村
あ
り
ま
す
が
、国
語
・
算
数
の
知
識
・
応
用

の
面
、す
べ
て
に
わ
た
り
最
下
位
で
し
た
。　

　

福
智
町
の
教
育
最
前
線
と
い
う
冊
子
に
は
、少
人

数
指
導
体
制
へ
の
推
進
で
15
人
の
講
師
を
補
充
し
、

そ
の
導
入
で
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
鍛
え
る
こ
と
に
力
を

注
ぎ
、教
育
力
の
強
化
で
企
業
の
誘
致
や
人
口
増
加
、安

定
人
口
の
拡
大
へ
つ
な
げ
る
と
あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に

思
い
ま
す
か
。　

【
教
育
長
】
　
福
智
町
の
学
力
実
態
は
、筑
豊
の

実
態
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

少
な
く
と
も
筑
豊
の
レ
ベ
ル
以
上
の
学
力
を
つ
け
さ
せ
た

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
15
人
の
講
師
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
去
年
と
今
年
の
学
力
検
査
の
結
果
を
比
較
し
ま

す
と
、多
少
学
校
に
よ
っ
て
成
績
の
伸
び
具
合
は
違
い
ま

す
が
、上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
確
か
な
手
ご
た
え
は
つ

か
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。　

　

【
町
長
】　
教
育
環
境
の
充
実
は
将
来
の
町
づ
く
り
に

お
い
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、今
後
と
も
継

続
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

各
地
区
の
入
札
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
　

【
財
政
課
長
】　
平
成
19
年
度
は
、金
田
地
区
が
14

箇
所
で
3
億
5
0
0
0
万
円
。赤
池
地
区
が
26
箇

所
で
5
億
円
。方
城
地
区
が
46
箇
所
で
7
億
7
8
0
0
万
円

で
す
。こ
れ
は
住
宅
関
係
が
か
な
り
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、工
事
発
注
が
か
な
り
少
な
く
な
り
、廃
業

し
た
業
者
の
方
も
い
ま
す
。
入
札
参
加
ラ
ン
ク
づ

け
と
工
事
発
注
に
つ
い
て
、ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り
お

こ
な
い
、業
者
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
。
　

【
町
長
】
　
補
助
事
業
・
単
費
事
業
の
比
率
、最
低

価
格
等
の
比
率
も
充
分
勘
案
し
、平
成
20
年
度
は

決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　 回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

市
場
地
区
用
水
路
床
版
設
置
事
業
調
査
特
別
委
員

会
が
、こ
の
3
月
定
例
会
で
解
散
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。町
長
は
、こ
の
委
員
会
が
終
わ
っ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
合
併
後
の
大
事
な
時
期
に
、町
民
の
方
に

不
審
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
出
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、大
変
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
、委
員
会
か
ら
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止

め
、指
摘
を
受
け
な
い
よ
う
な
町
政
推
進
に
職
員
一
丸
と
な
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、町
長
自
身
終
わ
っ
て
い
な
い

問
題
が
一つ
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。　

【
町
長
】　
監
査
勧
告
の
件
に
つ
い
て
は
、退
職
時
に

き
ち
ん
と
し
た
形
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

で
き
る
だ
け
早
く
履
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。こ
の
1
0
0
条
委
員
会
で
本
当
に
心
の

痛
手
を
負
っ
た
の
は
、事
故
に
遭
わ
れ
た
家
族
の
方
た
ち
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
、私
は
気
に
な
り
ま
す
。で
き
る
だ
け
早
く

家
族
の
心
の
傷
を
癒
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
形
で
、持
っ
て

い
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、町

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
我
々
の
安
全
対
策
が
適
当
・
妥
当
で
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、家
族
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、地
元
・
当
事
者
と
充
分
協
議
を
し
な
が
ら
安
全
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

教
育
の
施
策
方
針
で
、学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
2

点
が
あ
り
ま
す
が
、社
会
教
育
に
つ
い
て
は
具
体
的

な
施
策
が
な
く
、あ
ま
り
に
も
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。公
民
館
や
社
会
体
育
活
動
の
推
進
な
ど
具
体
的
な
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
教
育
長
】　
確
か
に
社
会
教
育
部
門
に
対
し
て
私

自
身
認
識
が
浅
く
、周
知
徹
底
が
で
き
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、決
し
て
学
校
教
育
に
比
べ
て
軽
ん
じ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。体
育
行
事
に
つ
い
て
は
、

徐
々
に
町
民
体
育
的
な
も
の
が
合
意
で
き
る
よ
う
に
体
育
協

会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

少
年
野
球
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。子
ど
も
達
は
、

野
球
を
通
じ
て
い
い
汗
を
流
し
、青
少
年
健
全
育
成

の
も
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
、ま
た
指
導
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
子
ど
も
達
を
指
導
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、教
育
長
・
町
長

は
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、何
ら
か
の
言
葉
を
か
け
て
こ
ら
れ
た

経
緯
は
あ
り
ま
す
か
。　

【
教
育
長
】　
地
域
の
球
団
の
チ
ー
ム
の
練
習
に
参

加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
会
の
案
内
を
い

た
だ
い
た
と
き
は
、で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
ま
す
。　

【
町
長
】　
教
育
長
が
お
答
え
し
た
よ
う
に
、私
も
頻

度
と
し
て
は
同
じ
で
す
。　

　

練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、子
ど
も
や
指
導
者
に

対
し
て
、励
ま
し
や
労
を
ね
ぎ
ら
う
よ
う
な
言
葉
を
か

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。社
会
教
育
の
一
環
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
指
導
者
が
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
て
い
る
、こ
の
姿
、監

督
や
指
導
者
が
そ
の
子
ど
も
達
を
集
め
て
訓
示
し
て
い
る
と
き

に
、耳
を
本
当
に
総
立
て
て
目
を
輝
か
せ
、必
死
に
な
っ
て
聞
い

て
い
ま
す
。あ
の
姿
を
学
校
教
育
の
教
職
員
の
方
た
ち
に
見
せ

て
あ
げ
た
い
、と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。教
育
長
ど
う
で
す
か
。　

【
教
育
長
】　
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、目
の
輝

き
が
子
ど
も
達
違
い
ま
す
し
、身
に
し
み
て
よ
く
わ

か
り
ま
す
の
で
、で
き
る
限
り
そ
う
い
っ
た
態
度
を
堅
持
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

企
業
誘
致
の
流
れ
に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

【
町
長
】　
昨
年
、北
九
州
か
ら
赤
池
工
業
団
地
に
東

洋
製
作
所
と
い
う
と
こ
ろ
が
進
出
し
て
い
ま
す
。　

　

川
崎
町
な
ど
は
企
業
に
好
条
件
を
つ
け
誘
致
を
進
め

て
い
ま
す
が
、福
智
町
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
福
智
町
は
、企
業
誘
致
に
可
能
な
敷
地
を

22
万
㎡
有
し
て
い
ま
す
。現
在
、ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
や
安
川
電
機
に
職
員
を
派
遣
し
、関
係
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
が
、安
川
電
機
は
田
川
地
域
へ
の
進
出
は
考
え
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ト
ヨ
タ
自
動
車
に
も
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
が
、福
智
町
に
と
い
う
返
事
は
い
た
だ
い
て
い

ま
せ
ん
。し
か
し
、県
に
も
力
を
お
借
り
し
、何
と
か
福
智
町

に
企
業
の
誘
致
を
お
こ
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

一
般
競
争
入
札
の
導
入
に
よ
り
、建
設
業
を
営
ん
で
い

る
方
た
ち
が
大
変
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。こ
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
何
か
い
い
案
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

【
町
長
】　
平
成
19
年
度
中
は
試
行
期
間
と
い
う
こ

と
で
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。建
設
関
連
業
者
の
方

や
従
業
員
の
方
な
ど
困
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
耳
に
入
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、今
後
は
入
札
の
実
施
状
況
を
分
析
・
整
理

し
、よ
り
よ
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

　 回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

昨
年
の
夏
に
、滞
納
の
収
納
対
策
部
隊
を
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
が
、今
ま
で
の
効
果
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
合
併
当
初
は
、滞
納
の
督
促
処
理
等
が

充
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、滞
納
問
題
に
つ
い
て
の
対
応

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

昨
年
、ど
の
よ
う
な
方
々
が
ど
の
程
度
滞
納
し
て
い
る
の
か
、

一
覧
表
を
作
成
し
ま
し
た
。そ
の
表
を
も
と
に
督
促
状
を
出

し
、最
終
的
に
は
通
帳
や
不
動
産
を
押
さ
え
る
準
備
を
現

在
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
道
問
題
に
つ
い
て
は
、最
終
的
に

は
給
水
停
止
を
す
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。平
成
20
年
度
は
、

悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
法
的
措
置
を
講
じ
る
予
算
化
も

し
て
い
ま
す
。違
う
年
度
の
同
月
日
と
比
べ
る
と
、徴
収
率

が
上
が
っ
て
い
る
状
況
な
の
で
、こ
の
1
年
間
取
り
組
ん
だ

成
果
が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

町
は
外
部
団
体
に
多
額
の
補
助
金
を
出
し
て
い
ま

す
。町
長
は
、こ
の
団
体
の
方
々
の
中
に
滞
納
者
や

未
納
者
が
い
た
場
合
、断
じ
て
許
さ
ず
補
助
金
を
ス
ト
ッ
プ

し
ま
す
と
以
前
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、確
認
い
た
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
町
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
で
、

役
員
の
滞
納
状
況
を
調
査
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

い
ま
す
。結
果
が
出
次
第
、き
ち
ん
と
対
処
し
て
い
き
ま
す
。　

　

監
査
勧
告
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
昨
年
6
月

議
会
で
の
一
般
質
問
で
、監
査
勧
告
に
よ
る
支
払
い

を
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、町
長
は
弁

護
士
に
相
談
し
て
結
果
を
出
し
ま
す
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

弁
護
士
に
相
談
し
た
結
果
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。　

【
町
長
】　
6
月
時
点
で
は
そ
の
よ
う
に
お
答
え
し

ま
し
た
が
、
9
月
11
日
の
1
0
0
条
委
員
会
で
、私

が
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
申
し
上
げ
答
弁
し
た
こ
と
が
最
終

的
な
結
論
で
す
。　

　

監
査
勧
告
お
よ
び
1
0
0
条
委
員
会
で
も
、責
任

を
と
っ
て
支
払
い
ま
す
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
履
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
島
議
員
の
一
般
質
問

で
、退
職
時
に
払
う
と
答
弁
し
ま
し
た
が
理
解
に
苦
し
み

ま
す
。本
心
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

【
町
長
】　
監
査
勧
告
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま

す
が
、色
々
と
調
べ
ま
し
た
ら
法
的
拘
束
力
は
存
在

し
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、時
期
は
ず
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、き
ち
ん
と
し
た
形
で
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

法
的
に
拘
束
力
が
な
い
の
で
、退
職
時
に
支
払
う

と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。　

【
町
長
】
　
そ
う
い
う
形
で
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　

　

福
智
町
は
滞
納
が
30
数
億
円
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

の
答
弁
の
中
で
解
釈
す
る
と
、町
民
の
税
金
の
滞

納
や
住
宅
の
滞
納
な
ど
、こ
の
住
宅
を
出
る
と
き
に
払
い
ま

す
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
ま
す
。
職
員
が
滞
納
を
徴
収

す
る
た
め
戸
口
を
叩
い
た
と
き
に
、こ
の
町
を
出
て
行
く
と

き
に
払
い
ま
す
、住
宅
を
引
き
払
う
と
き
に
払
い
ま
す
と
言

わ
れ
た
と
き
、ど
う
対
応
さ
れ
る
つ
も
り
で
す
か
。　

【
町
長
】　
私
は
全
責
任
を
も
っ
て
町
政
に
あ
た
っ

て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
の
で
、先
ほ
ど
申
し
ま

し
た
時
期
に
、き
ち
ん
と
約
束
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

日
に
ち
を
は
っ
き
り
と
お
教
え
く
だ
さ
い
。　

　

【
町
長
】
　
私
の
任
期
が
平
成
22
年
4
月
2
日
な

の
で
、
4
月
30
日
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
対
処
い
た

し
ま
す
。　

　 回
答
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

議員　池永利治　

回
答
　

回
答
　

▲昨年夏に発足した収納対策班。徴収強化月間（7月・12月・3月）に　
　集中個別訪問を行なっています。　
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質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

福
智
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
が
あ
り
、観
光
Ｐ
Ｒ

と
し
て
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
際
も
、か
な
り
の
お
客
さ
ん
が

来
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。町
内
に
は
温
泉
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、

新
た
な
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
福
智
温
泉
音
頭
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
観
光
促
進
委
員
会
が
、観
光
の
町
づ
く
り
に

向
け
て
の
議
論
を
現
在
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。町
内
に
は

民
営
を
含
め
て
3
ヶ
所
温
泉
が
あ
り
、町
外
の
方
か
ら
も
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
、観
光
プ
ラ
ン
が
確
定
す
る
な
か
で
、温
泉
音
頭

作
成
に
向
け
て
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

町
内
に
は
1
5
3
箇
所
の
施
設
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、維
持
費
等
に
よ
る
町
の
支
出
を
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
財
政
課
長
】
　
年
間
維
持
費
の
総
額
は
19
億

7
0
0
0
万
円
で
す
。　

　

1
5
3
箇
所
の
施
設
の
中
に
は
納
骨
堂
も
含
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

【
人
権
・
同
和
対
策
課
長
】　
ほ
と
ん
ど
維
持
管
理
は

地
元
に
ま
か
せ
て
い
る
の
で
、維
持
管
理
費
は
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
は
若
干
町

の
費
用
で
し
て
い
ま
す
。　

　

保
険
等
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。　

　

【
財
政
課
長
】　
町
の
建
物
に
つ
い
て
は
、一
括
し
て
火

災
保
険
等
を
か
け
て
い
ま
す
が
、収
益
を
あ
げ
る
施

設
に
つ
い
て
は
、そ
の
組
合
が
か
け
て
い
ま
す
。　

Ｂ
＆
Ｇ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。日
本
財
団
と
の

契
約
等
に
よ
り
廃
止
等
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】　
無
償
譲
渡
契
約
そ

の
他
民
間
に
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
契
約
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

採
算
が
あ
わ
な
く
な
っ
た
場
合
の
廃
止
や
統
廃
合
等

は
、ど
の
よ
う
な
契
約
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】　
で
き
な
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

日
本
財
団
は
地
方
公
共
団
体
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
に
助
成
を
し
て
お
り
、そ
の
契
約
の
中
に
は
、

期
間
内
の
廃
止
・
譲
渡
は
で
き
な
い
が
、そ
の
期
間
を
過
ぎ
れ

ば
廃
止
等
も
で
き
る
、と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。　

【
町
長
】　
昨
年
の
10
月
に
日
本
財
団
に
廃
止
を
し

た
い
と
話
を
し
ま
し
た
ら
、そ
れ
は
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。し
か
し
、永
久
に
で
き
な
い
の
か
、助
成
措
置

を
お
こ
な
っ
て
何
十
年
間
か
が
で
き
な
い
の
か
確
認
を
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、今
後
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
詰
め
て
、廃

止
の
対
象
に
な
れ
る
よ
う
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

契
約
に
よ
る
縛
り
が
存
在
す
る
施
設
は
他
に
も
あ
り

ま
す
か
。　

【
財
政
課
長
】　
国
の
補
助
金
で
建
て
た
施
設
は
、耐

用
年
数
が
過
ぎ
な
い
と
補
助
金
の
返
還
等
が
生
じ
て

く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　

国
以
外
で
、他
の
団
体
か
ら
助
成
を
受
け
、契
約
に

よ
っ
て
縛
ら
れ
て
い
る
施
設
は
あ
り
ま
す
か
。　

　

【
財
政
課
長
】　
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。　

　

こ
れ
か
ら
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
中
で
、契
約
の
縛

り
が
存
在
す
る
と
統
廃
合
が
で
き
ず
進
ま
な
い
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。町
と
し
て
も
き
ち
ん
と
把
握
を
し
な

い
と
統
廃
合
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
意
味
で
質
問
し
ま

し
た
。次
は
、診
療
所
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。今
年
度
収

支
の
状
況
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】　
19
年
度
末
は
累
計

で
約
1
億
9
0
0
0
万
円
の
赤
字
、20
年
度
は
累
計

で
約
2
億
5
0
0
0
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。　

【
方
城
診
療
所
事
務
長
】　
19
年
度
で
は
黒
字
で
も

赤
字
で
も
約
1
0
0
万
円
程
度
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。　

　

町
長
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
か
。　

　

【
町
長
】　
コ
ス
モ
ス
診
療
所
は
赤
字
経
営
が
続
い
て

お
り
、
20
年
度
は
入
院
機
能
を
廃
止
す
る
方
向
で
、

改
善
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

今
後
億
を
超
え
る
赤
字
運
営
が
続
け
ば
、決
断
を
下
す
時
期

が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

先
日
、地
域
医
療
の
拠
点
と
い
う
お
考
え
を
発
言
さ

れ
ま
し
た
が
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。国
・
県
が
市
町
村
の
医
療
に
力
を
入
れ
拠

点
を
つ
く
っ
て
き
た
の
は
戦
後
の
時
代
で
す
。現
在
は
、個
人

病
院
や
大
き
な
病
院
が
周
り
に
か
な
り
あ
り
ま
す
。民
間
で

切
磋
琢
磨
し
、市
場
原
理
で
競
争
し
て
い
る
も
の
を
、公
的
機

関
が
2
億
以
上
の
赤
字
を
出
し
て
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

町
長
、ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。　

【
町
長
】　
民
間
委
託
か
現
状
の
維
持
工
夫
を
し
な

が
ら
、地
域
医
療
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
い
く

の
か
、近
い
将
来
決
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

昨
年
の
9
月
議
会
か
ら
第
一
保
育
所
に
つ
い
て
質
問

し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
も
質
問
い
た
し
ま
す
。統

合
、民
営
化
に
な
っ
た
場
合
、正
規
の
職
員
に
つ
い
て
は
中
央
・

神
崎
保
育
所
に
配
置
を
す
る
と
思
い
ま
す
が
、臨
時
職
員
に

つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。ま
た
、今
年
度
で
所
長
が
定

年
退
職
し
ま
す
が
、
20
年
度
予
算
で
は
管
理
職
手
当
て
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。統
合
・
民
営
化
で
検
討
し
て
い
る
た
め

管
理
職
を
配
置
し
な
い
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
臨
時
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
充
分
配

慮
を
し
な
が
ら
、生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、管
理
職
に
つ
い
て
は
園

長
を
配
置
し
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。予
算
は
補
正

で
計
上
し
ま
す
。　

　

統
合
・
民
営
化
の
理
由
と
し
て
、町
長
は
経
費
の
削

減
・
園
舎
の
老
朽
化
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。確
か
に

今
の
財
政
状
況
か
ら
す
る
と
、経
費
の
削
減
は
大
き
な
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
老
朽
化
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。第
一
保
育
所
は
昭
和
46
年
に
、鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
で
建
設
さ

れ
、昭
和
49
年
に
園
舎
全
面
改
築
、昭
和
54
年
に
事
務
所
・
ホ

ー
ル
の
増
築
、平
成
5
年
に
は
屋
根
等
の
大
規
模
改
修
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、現
在
は
事
務
所
の
雨
漏
り
な
ど
は
あ
る
も
の

の
、園
舎
自
体
の
被
害
は
な
く
、老
朽
化
に
よ
る
危
険
性
は
今

の
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。町
長
の
老
朽
化
と
い
う
説

明
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。町
立
保

育
所
の
中
で
一
番
園
児
が
少
な
く
、大
き
な
中
央
保
育
所
に
統

合
、ま
た
は
民
営
化
し
た
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
い
と
い
う
考
え

に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。実
際
に
第
一
保
育
所
に
行
き
、内
部
を

充
分
調
査
し
た
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
10
回
近
く
第
一
保
育
所
に
お
伺
い
は
し
て

い
ま
す
。職
員
の
話
を
聞
く
な
ど
し
、じ
か
に
見
て
や

は
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
な
と
感
じ
ま
す
し
、万
が
一
、子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
、万
全
の
配
慮
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

【
福
祉
課
長
】　
私
も
第
一
保
育
所
な
ら
び
に
神
崎
保

育
所
の
視
察
を
し
て
い
ま
す
。第
一
保
育
所
は
築
35

年
ほ
ど
経
っ
て
い
ま
す
し
、神
崎
保
育
所
は
築
30
年
に
近
い
建

物
で
す
。両
保
育
所
と
も
老
朽
化
が
激
し
く
、雨
漏
り
、壁
の

亀
裂
等
も
あ
り
、こ
の
ま
ま
修
理
を
続
け
て
い
っ
て
も
、近
い

将
来
建
て
替
え
等
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、民
間
委
託
す
る
に
し
て
も
現
状
で
は
受
け
手
が
な
か

ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

神
崎
保
育
所
は
、昭
和
51
年
に
発
足
し
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
14
〜
5
年

前
に
屋
根
や
廊
下
な
ど
の
改
修
は
お
こ
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、

長
い
年
月
で
防
水
も
効
か
な
く
な
り
、園
児
の
生
活
す
る
園
舎

の
雨
漏
り
も
ひ
ど
い
状
態
で
、非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。町
長
は
神
崎
保
育
所
の
現
状
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
私
も
第
一
保
育
所
と
同
じ
く
ら
い
神
崎
保

育
所
に
は
伺
っ
て
い
ま
す
。就
任
し
て
以
来
、修
理
を

何
回
か
実
施
し
て
い
ま
す
し
、か
な
り
老
朽
化
は
し
て
い
ま

す
。や
は
り
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
保
育
生
活
が

で
き
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
の
で
、子
ど
も
た
ち
に
危

険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、建
て
替
え

も
考
え
て
い
き
ま
す
。　

　

保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
委
員
構
成
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
今
年
4
月
に
、第
一
保
育
所
の
保
育
士
・

保
護
者
・
弁
城
地
区
の
地
元
の
方
・
わ
れ
わ
れ
行
政

で
、今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

福
智
町
で
は
、春
に
方
城
地
区
、秋
に
金
田
・
赤
池

地
区
の
神
幸
祭
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

予
算
と
職
員
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
20
年
度

予
算
は
80
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
配
分
を
お
教
え

く
だ
さ
い
。　

【
企
画
長
】　
従
来
の
行
政
の
か
か
わ
り
や
伝
統
的

経
緯
か
ら
考
え
、判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、予
算
の
増
額
が
で
き
れ
ば
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。町
民
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
け

る
、こ
う
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
。　

【
町
長
】
　
見
る
人
を
引
き
つ
け
る
取
り
組
み
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、何
と
か
こ
れ
を
観
光
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
一
つ
の
大
き
な
要
素
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　 回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

回
答
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

私
は
、町
長
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
い
く
つ
か
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
ず
、公
共
施
設
の

統
廃
合
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
に
、町
民
の
皆
さ
ん
方
は
こ
と
の

ほ
か
動
揺
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
上
か
ら

も
当
然
こ
れ
は
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、今
ま
で

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
た
方
々
が
、

他
の
施
設
に
移
動
に
な
っ
た
り
、ま
た
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
方
な
ど
、い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、ど
う
か
、

丁
寧
な
説
明
と
心
配
り
を
忘
れ
ず
に
、し
っ
か
り
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
。　

【
町
長
】
　
利
用
し
て
い
る
方
た
ち
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、ま
た
不
安
を
感
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
広
報
、ま
た
各
種

会
合
な
ど
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
町
民
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
い
と
、こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
一
歩
も
進
み
ま
せ
ん
の
で
、町
民
の
方

の
意
見
・
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、私
ど
も
の
方
針
方
向
性
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

次
に
隣
保
館
事
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
先

日
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、福
智
町
の
ふ
れ
あ
い

交
流（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）の
体
操
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
の
区
も
毎
月
お
こ
な
っ
て
お
り
、そ
の
日
ば

か
り
は
、寒
い
時
期
な
ど
こ
た
つ
で
過
ご
す
人
た
ち
も
集
会

所
へ
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
血
圧
を
計
っ
た
の
ち
、手
足
を
伸

ば
し
音
楽
に
あ
わ
せ
て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
体
操
を
し

ま
す
。こ
れ
こ
そ
地
域
高
齢
者
の
月
に
一
度
の
本
当
の
ふ
れ

あ
い
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。あ
の
笑
顔
が
最
高
の
薬
で
す
。

ぜ
ひ
今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。　

【
町
長
】　
旧
方
城
町
が
取
り
組
ん
で
い
た
こ
の
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
り
、

地
域
の
絆
を
つ
く
っ
て
い
く
最
適
の
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
継
続
し
、金
田
・
赤
池
地
区
に
も
こ
の
よ
う
な
輪

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

企
業
誘
致
に
向
け
て
皆
さ
ん
一
生
懸
命
努
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
福
智
町
だ
け
で

な
く
、ど
こ
の
自
治
体
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

川
崎
町
な
ど
は
町
内
へ
の
進
出
企
業
に
対
し
雇
用
促
進
奨

励
金
と
し
て
、新
規
雇
用
1
人
あ
た
り
50
万
円
を
出
す
な

ど
し
て
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
方
の

質
問
の
中
で
、町
長
が
企
業
誘
致
は
難
し
い
と
答
弁
し
て

い
ま
す
が
、私
も
そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、企

業
誘
致
も
大
事
で
す
が
、現
在
誘
致
し
て
い
る
企
業
に
対

し
て
、ま
た
地
場
産
業
へ
の
力
を
入
れ
、雇
用
の
場
づ
く
り

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。　

【
町
長
】　
誘
致
企
業
の
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
実
行
を
結
ぶ
ま
で
に
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

赤
池
工
業
団
地
に
は
、
2
社
の
自
動
車
関
連
企
業
が
あ
り
ま

す
。次
善
の
策
と
い
う
意
味
で
事
業
拡
張
の
お
願
い
は
し
て

い
ま
す
。ま
た
、名
古
屋
に
中
部
工
業
と
い
う
会
社
が
あ
り

ま
す
が
、そ
の
関
連
企
業
が
赤
池
の
工
業
団
地
に
き
て
い
ま

す
。事
業
拡
張
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、ぜ
ひ
赤
池
の
関
連
企
業
の
拡
張
を
お
願
い
し
に
、近

い
う
ち
に
中
部
工
業
本
社
へ
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

施
政
方
針
の
中
で
農
林
業
を
生
か
し
た
起
業
化
も

含
め
、地
産
地
消
の
機
運
を
高
め
た
い
と
あ
り
ま
す

が
、私
も
こ
れ
は
賛
成
で
す
。
外
国
か
ら
の
輸
入
が
ほ
と
ん

ど
で
、ど
こ
で
ど
う
つ
く
ら
れ
た
か
も
分
か
ら
な
い
物
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
地
元
の
農
業
・
林
業
を
大
切
に
し
、地
産

地
消
で
食
の
安
全
を
保
っ
て
い
け
る
こ
と
こ
そ
が
、私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。町
の
未
来
を

担
う
、ま
た
託
す
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
誰
だ
っ
て
安
全
な
も

の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
、こ
れ
は
人
間
の
心
で
す
。ぜ
ひ

農
林
業
に
も
し
っ
か
り
と
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、学
校
給

食
や
一
般
の
方
た
ち
に
も
、農
薬
の
少
な
い
、で
き
れ
ば
農
薬

を
使
わ
な
い
農
作
物
を
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
が
、町
長
の
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

【
町
長
】
　
最
近
食
の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
事

件
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
が
、や
は
り
食
は
人
間

に
と
っ
て
一
番
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、日
常
的
に
大
事
な
要

素
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
も
、食

育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、食
に
対
す
る
関
心
を
町
民
全
体

の
方
が
お
持
ち
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

地
場
で
つ
く
っ
た
野
菜
等
を
中
心
に
消
費
を
し
て
い
く
こ

と
が
一
番
望
ま
し
い
環
境
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、そ

う
い
っ
た
環
境
を
つ
く
り
出
せ
る
よ
う
に
農
業
委
員
会
、農

業
関
係
者
、団
体
と
充
分
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　 回
答
　

質
問
　

回
答
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

パ
ー
ト
・
臨
時
職
員
等
の
採
用
に
つ
い
て
最
終
決
定
権
は
ど

な
た
で
す
か
。ま
た
、予
算
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
し
て
い
ま
す
か
。　

【
学
校
教
育
課
長
等
】　
臨
時
職
員
等
の
要
望
・
申
請

は
総
務
課
と
合
議
し
て
い
ま
す
。予
算
に
関
し
て
は
、

財
政
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
ま
す
。　

　

雇
用
に
つ
い
て
は
総
務
課
で
決
め
て
い
る
の
で
す
か
。　

　

【
総
務
課
長
】　
町
長
、副
町
長
の
決
裁
に
よ
り
雇
用

し
て
い
ま
す
。　

　

予
算
計
上
を
す
る
際
は
、町
長
と
充
分
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
し
て
い
ま
す
か
。　

【
建
設
課
長
】　
担
当
部
署
で
事
業
を
計
画
し
、予
算

計
上
に
つ
い
て
は
町
長
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
、町
長
は
道
路
拡
幅

に
お
い
て
家
に
か
か
る
も
の
は
一
切
予
算
計
上
し
な

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
20
年
度
予
算
で
、拡
幅
し
た
際
に

家
の
玄
関
ま
で
約
3
ｍ
以
上
あ
る
箇
所
を
予
算
計
上
し
て
い

ま
し
た
。こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。　

【
建
設
課
長
】　
道
路
の
横
に
車
庫
が
あ
り
、敷
地
の

形
態
や
利
用
等
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、住
居
部
分

も
補
償
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
ま
し
た
。　

　

家
の
横
に
は
町
の
土
地
が
あ
り
、そ
こ
に
車
庫
を
移
転
す

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。こ
の
こ
と
を
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
指
摘
す
る
と
、補
償
費
の
取
り
下
げ
を
し
ま
し
た
。こ
の

箇
所
は
旧
金
田
町
の
と
き
に
協
議
の
廃
止
を
町
長
名
で
出
し
て
い

ま
す
。建
設
課
長
の
独
断
で
こ
の
予
算
は
計
上
し
た
の
で
す
か
。　

【
建
設
課
長
】　
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
元
行
政
区

と
協
議
を
す
る
中
で
、路
線
に
つ
い
て
整
備
を
図
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
、
20
年
度
に
予
算
計
上
を
し
ま
し

た
。最
終
的
な
判
断
は
町
長
が
お
こ
な
い
ま
す
。　

　

公
職
選
挙
法
2
2
1
条
に
公
私
の
職
務
の
供
与
と

あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
解
釈
し
ま
す
か
。　

【
総
務
課
長
】　
公
私
に
わ
た
っ
て
職
務
を
斡
旋
し

た
り
す
る
こ
と
で
す
。　

　

福
智
町
町
長
の
車
に
発
信
機
を
つ
け
ら
れ
る
。重
大

な
事
件
で
す
。こ
の
事
に
つ
き
、職
員
・
議
員
何
名
の

方
か
ら
浦
田
議
員
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
言
っ
て
き
た
。事
実
、

発
信
機
は
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
。　

【
町
長
】　
そ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、コ
メ
ン
ト

は
差
し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

近
年
、生
活
保
護
世
帯
の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
を
救
う
手
立
て
を
考
え
た
上
で
、

政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
雇
用
の
確
保
と
い
う
視
点
で
起
業
化
は

考
え
て
い
ま
す
。　

　

福
智
町
に
は
商
店
や
運
送
会
社
な
ど
多
く
あ
り
ま
す

が
、企
業
誘
致
の
用
地
以
外
は
税
の
軽
減
は
で
き
な

い
と
聞
き
ま
し
た
。し
か
し
、条
例
を
改
正
す
れ
ば
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

【
副
町
長
】　
法
の
規
定
の
範
囲
内
で
拡
大
し
て
独

自
の
条
例
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
で
す
。　

自
動
車
の
増
加
率
等
を
み
ま
す
と
、
1
戸
に
つ
き
せ
め

て
2
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
が
、町
営
住
宅
の
駐
車
場
整
備
は
充
分
に
で
き
て
い
ま
す
か
。　

【
住
宅
課
長
】　
古
い
年
代
に
建
設
を
し
た
住
宅
に

つ
い
て
は
、駐
車
場
が
確
保
で
き
て
い
な
い
団
地
が

多
い
の
も
事
実
で
す
。　

　

入
居
に
つ
い
て
は
町
長
ま
で
決
裁
が
必
要
で
す
か
。　

　

【
住
宅
課
長
】　
住
宅
課
で
案
を
作
成
し
、最
終
決
裁

は
町
長
で
す
。　

　

町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
方
が
病
院
か
ら
退
院
し

て
く
る
と
、住
む
家
が
な
い
、着
る
も
の
が
な
い
、生

活
す
る
道
具
が
一
切
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
方
の
同
意

も
な
い
の
で
、退
去
は
で
き
な
い
と
担
当
は
断
り
続
け
て
い
ま

し
た
が
、町
長
は
そ
れ
を
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
方
は
も
と
の
団

地
に
帰
り
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。町
長
、そ
の
方
た
ち
の
事

情
を
よ
く
聞
き
、今
後
善
処
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。　

　

【
町
長
】　
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
ま
す
。　

　

町
長
自
ら
行
っ
て
、そ
の
方
の
要
望
を
聞
き
、で
き
得

る
限
り
の
対
処
を
し
て
く
れ
ま
す
か
。ま
た
、い
つ
ま

で
に
伺
い
ま
す
か
。　

【
町
長
】　
今
月
中
に
は
ご
本
人
に
お
会
い
し
、誠
意

を
持
っ
て
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

合
併
特
例
債
は
旧
三
町
間
の
格
差
是
正
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。具
体
的
に
お
教
え
く
だ
さ
い
。　

【
財
政
課
長
】　
例
と
し
て
、旧
金
田
・
旧
方
城
に
は
防

災
無
線
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
。旧
赤
池
に
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。　

　 回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
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質
問
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

施
政
方
針
の
中
で
、
3
ヵ
年
計
画
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
支
援
対
策
事
業
の
実
施
と
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
展
開
す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
平
成
20
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
新
設
す

る
事
業
で
あ
り
、金
田
隣
保
館
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
へ
の
見
守
り
や
声
か

け
、ま
た
、自
然
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々

を
地
域
住
民
が
支
え
て
い
く
組
織
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

福
智
町
内
に
は
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。地
域
で
抱

え
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
に
は
町
民
の
方
が
ど
の
よ
う
な

思
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
行
政

が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
工

夫
な
り
連
携
が
必
要
な
の
か
、ま
た
そ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
活
動
す
る
た
め
の
拠
点
や
資
金
が
必
要
と
な
り
、ど
の

よ
う
な
方
法
で
確
保
し
て
い
く
の
か
、こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
事
業
で
す
。　

　

金
田
隣
保
館
は
試
行
的
に
実
施
す
る
の
で
す
か
、そ

れ
と
も
全
町
内
で
実
施
す
る
予
定
で
す
か
。　

【
町
長
】　
平
成
20
年
度
は
金
田
隣
保
館
で
実
施
し
、

状
況
を
見
て
全
町
的
に
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き

た
い
計
画
で
す
。　

　

平
成
19
年
度
の
コ
ス
モ
ス
・
方
城
診
療
所
の
歳
入
歳

出
額
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】
　
歳
入
は
5
億

2
7
5
7
万
2
千
円
、歳
出
は
7
億
2
7
4
4
万
8

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

【
方
城
診
療
所
事
務
長
】　
歳
入
は
3
億
3
4
4
2

万
5
千
円
、歳
出
は
3
億
4
2
5
3
万
4
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。　

　

平
成
19
年
度
は
、コ
ス
モ
ス
が
約
2
億
円
、方
城
診
療

所
は
約
8
1
0
万
円
の
赤
字
と
い
う
見
込
み
で
す
が
、

平
成
20
年
度
で
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。　

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】
　
累
計
で
約
2
億

5
0
0
0
万
円
を
赤
字
と
し
て
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

【
方
城
診
療
所
事
務
長
】　
約
1
3
0
0
万
円
を
赤

字
と
し
て
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

　

町
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、経
営
、質
の
高
い
医
療

提
供
を
目
指
し
て
経
営
工
夫
を
お
こ
な
っ
て
お
り
と

述
べ
ま
し
た
が
、平
成
20
年
度
は
さ
ら
に
赤
字
が
増
え
る
見

込
み
で
す
。ど
の
よ
う
な
経
営
工
夫
を
お
こ
な
い
、赤
字
解
消

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】　
人
件
費
の
削
減
に

向
け
退
職
勧
奨
を
実
施
し
、臨
時
職
員
の
整
理
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
20
年
度
以
降
は
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問

看
護
、健
診
の
状
況
を
細
や
か
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、整
理
を
お

こ
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
収
入
の
増
加
を
図
る
た
め
、

在
宅
訪
問
の
診
療
等
も
含
め
て
回
数
を
増
や
す
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。　

【
方
城
診
療
所
事
務
長
】　
が
ん
検
診
や
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
等
を
取
得
す

る
た
め
、ま
た
幅
広
い
患
者
数
に
対
応
す
る
た
め
、先
生
方
が

研
修
に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、光
熱
水
費
等
の
節
約
を
図
り
、

委
託
料
・
賃
借
料
等
に
関
し
て
は
業
者
と
交
渉
を
し
、節
減
に

努
め
て
い
ま
す
。　

統
合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、コ
ス
モ
ス
・
方
城
診
療
所
は
地
域
医
療
の
拠

点
で
あ
り
、統
合
に
反
対
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
な
る
経
営
改

善
を
期
待
し
ま
す
。次
に
、学
校
教
育
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
、宗
教

教
育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

【
教
育
長
】　
教
育
基
本
法
に
は『
国
及
び
地
方
公

共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、特
定
の
宗
教
の
た
め

の
宗
教
教
育
、そ
の
他
、宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
』

と
あ
り
、遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。　

　

広
報
ふ
く
ち
に
、あ
る
小
学
校
の
事
例
と
し
て
、水

の
容
器
に「
あ
り
が
と
う
」あ
る
い
は「
ば
か
」と
書

い
た
と
き
に
、「
あ
り
が
と
う
」と
書
い
た
水
は
き
れ
い
に
な

り
、「
ば
か
」と
書
い
た
水
は
汚
く
な
っ
た
と
い
う
実
験
結
果

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。学
校
教
育
法
第
18
条
小
学
校
教

育
の
目
標
で
は『
日
常
生
活
に
お
け
る
自
然
現
象
を
科
学
的

に
観
察
し
、処
理
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
』と
あ
り
ま
す
。こ

の
実
験
は
、目
標
に
合
致
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

広
報
に
掲
載
し
、非
常
に
良
い
教
育
の
結
果
と
い
う
こ
と
で

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
ま
す
。

や
は
り
科
学
的
な
根
拠
の
あ
る
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
。　

【
教
育
長
】　
こ
の
実
験
は
、人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

言
葉
に
気
付
か
せ
、温
か
み
の
あ
る
言
葉
づ
か
い
に

よ
っ
て
、人
間
関
係
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
し

た
。し
か
し
、良
い
言
葉
・
悪
い
言
葉
を
分
類
す
る
に
は
無
理

が
あ
り
、ま
た
水
の
結
晶
に
良
い
・
悪
い
を
判
断
さ
せ
る
こ
と

は「
物
事
を
形
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
」と
い

う
道
徳
に
も
矛
盾
し
、科
学
的
に
根
拠
の
な
い
実
験
結
果
を

授
業
に
使
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
は
こ
う

し
た
教
材
を
使
わ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。　

　 回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

質
問
　

質
問
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質
問
　

回
答
　

地
域
農
業
の
起
業
化
に
向
け
、ま
た
地
産
地
消
に

つ
い
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
町
長
】　
国
の
施
策
で
地
域
の
農
業
政
策
が
振
り

回
さ
れ
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
が
、福
智
町
の
基

幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、地
に
足
を
つ
け
た
農
業
政
策
の
取

り
組
み
を
、農
業
関
係
団
体
や
農
業
者
の
方
と
手
を
携
え
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

町
内
に
は
学
校
や
保
育
所
、福
祉
施
設
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
福
智
町
で
生
産
さ
れ
た
野
菜

等
を
供
給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
、一
番
ベ
ス
ト
な
方
法
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
耕
作
面
積
な
ど
の
問

題
で
、す
べ
て
の
野
菜
を
供
給
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、給
食
の
材
料
と
し
て
供
給
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
、農
業
委
員
会
や
関
係
団
体
と
充
分
協
議
を
し
な
が
ら
、

20
年
度
は
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

農
業
の
施
策
に
つ
い
て
は
国
が
決
め
た
ら
従
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
が
、旧
赤
池
町
の
と
き
に
、再
建
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
地
元
の
農
業
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、美
味
し
い
米
や
野
菜
を
つ
く
る
た

め
、
2
基
の
堆
肥
舎
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

上
野
の
ふ
れ
あ
い
市
は
婦
人
部
の
方
が
家
庭
で
で
き
た
野

菜
を
持
ち
寄
っ
て
売
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

平
成
14
年
に
上
野
焼
陶
芸
館
の
横
に
建
設
を
し
、売
り
上

げ
は
年
々
伸
び
、平
成
19
年
度
に
は
1
億
3
7
7
6
万
円

の
実
績
が
出
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
生
産
物
を

売
り
、美
味
し
い
米
や
野
菜
を
つ
く
り
、地
産
地
消
を
す
れ

ば
、か
な
り
の
活
性
化
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

い
ま
す
。福
智
町
の
方
が
福
智
町
の
米
を
食
べ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、す
べ
て
消
化
で
き
ま
す
。こ
れ
は
大
き
な
夢
で
す
が
、

そ
の
運
動
は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。方
城
地
区
の

ふ
じ
湯
の
里
の
前
に
も
物
産
館
が
あ
り
ま
す
。
私
も
月
に

数
回
行
き
、ど
の
よ
う
な
品
物
が
出
て
い
る
の
か
見
て
み
ま

す
と
、他
町
村
の
物
品
が
多
く
、地
域
の
も
の
は
わ
ず
か
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、地
域
の

物
を
売
れ
ば
、ふ
じ
湯
の
里
は
、北
九
州
や
福
岡
か
ら
の
来

客
数
も
多
数
来
て
い
る
の
で
、上
野
ふ
れ
あ
い
市
以
上
の
売

り
上
げ
が
期
待
で
き
ま
す
。
日
王
の
湯
の
横
に
も
物
産
館

が
あ
り
、昨
年
末
か
ら
閉
鎖
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、立
派
な

建
物
や
設
備
は
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
と
話
し
合
い
な
が

ら
、行
政
が
農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
地
域
農
業
の
活
性

化
に
向
け
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
町
長
、

今
後
の
指
導
お
よ
び
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

【
町
長
】　
先
日
、農
業
委
員
会
会
長
お
よ
び
関
係

者
の
方
か
ら
ふ
じ
湯
の
里
の
物
産
館
に
つ
い
て
、あ

ま
り
地
元
産
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
の
ご
指
摘
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、地
元
農
業
者
の
方
、農
業
委
員

会
、Ｊ
Ａ
田
川
、そ
し
て
行
政
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、地

元
産
が
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
、ま
た
地
元
産
の
良
い
と
こ
ろ

を
発
信
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、近
い
う
ち
に
状
況
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
具
体
的

な
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

赤
池
と
方
城
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、金
田
は

自
校
方
式
、と
教
育
の
施
策
方
針
で
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、将
来
を
考
え
た
と
き
に
い
ず
れ
は
施
設
を
建
設
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、福
智
町
の
児
童
が
同
じ
も
の

を
食
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。　

【
教
育
長
】　
金
田
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、改
築

し
て
ま
だ
10
年
ほ
ど
し
か
た
っ
て
い
な
い
と
い
う

諸
条
件
等
を
勘
案
し
、現
在
の
構
想
と
し
て
は
、方
城
と
赤

池
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
計
画
を
出
し
て
い
ま
す
。　

　 回
答
　

質
問
　

回
答
　

質
問
　

議員　小松春義　

▲上野の里ふれあい市　 ▲ふくちの郷（弁城）　
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議員　沼口富生　

質
問
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

回
答
　

企
業
誘
致
と
誘
致
企
業
の
事
業
所
の
拡
張
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

や
は
り
地
場
産
業
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か

が
大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
雇
用
創
出
と
地
域
振
興
か

ら
見
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、ま
た
、町

内
の
商
工
業
者
、建
設
業
者
、工
芸
品
製
造
者
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
も
お
尋
ね
し
ま
す
。
　

【
町
長
】
　
消
耗
品
な
ど
は
町
内
業
者
を
利
用
す

る
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。
商
工
業
に
つ

い
て
は
、現
在
、郊
外
の
大
型
店
が
栄
え
て
い
ま
す
が
、近

い
将
来
団
塊
の
世
代
が
引
退
し
地
域
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、

郊
外
の
店
に
出
向
く
こ
と
は
お
そ
ら
く
厳
し
い
状
況
に

な
り
、長
期
的
に
み
た
と
き
に
地
域
の
商
店
街
は
大
事
に

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、ま
た
商
店
街
の
再
生
に
向

け
て
取
り
組
み
を
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
建
設
業
関
係
に
つ
い
て
は
、平
成
19
年
度
か
ら
一
般

競
争
入
札
を
一
部
導
入
し
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、実
績
等
を
整
理
・
分
析
し
、
20
年
度
か
ら
見
直
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、上
野
焼
や
竹
炭
工
芸
品

な
ど
の
製
造
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
の
町
づ
く
り

に
向
け
て
中
核
の
位
置
づ
け
を
し
な
が
ら
、有
効
的
に
活

用
し
、町
外
に
発
信
を
し
て
い
き
、特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
お
こ
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　　　　　　　　　　　　　　　

入
札
に
お
い
て
、最
低
価
格
を
公
表
し
て
い
ま
す

が
建
設
業
者
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。
　

【
町
長
】
　
近
隣
の
市
町
村
や
県
の
動
性
な
ど
を

参
照
し
な
が
ら
、
20
年
度
は
具
体
的
に
施
策
を

固
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
は
、
1
年
か
け
て
存
続
あ
る

い
は
民
間
移
譲
か
を
検
討
し
て
い
く
と
2
月
に

説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
で

検
討
し
て
い
き
、そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
、具

体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　

【
町
長
】　
4
月
初
め
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

将
来
的
な
入
荘
者
の
見
込
み
や
経
費
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
、人
権
と
福
祉
の
町
づ
く
り
計
画
と
整

合
性
を
保
ち
な
が
ら
、今
年
の
9
月
末
ま
で
に
は
結
論
を

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　　　　　　　　　　　　　　

市
場
小
学
校
の
運
動
場
整
備
に
つ
い
て
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
　

【
教
育
長
】
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
大
幅
な
遅
れ

が
生
じ
、子
ど
も
た
ち
の
体
育
的
な
行
事
が
で
き

ず
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
現
在
給
食
セ
ン
タ
ー
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、給
食
セ
ン
タ
ー
解
体
工

事
と
あ
わ
せ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
　

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

【
教
育
長
】
　
6
月
議
会
に
設
計
委
託
料
を
提
案

し
、
21
年
度
着
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　

回
答
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

質
問
　

▲全区画売却済みの赤池工業団地　

▲町立老人ホーム天郷荘。今後の見通しはたっていません。　

▲上野焼を常時販売している上野焼陶芸館　
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　4月下旬、彦山川のうえに恒例のこい
のぼりが泳ぎ始めました。こいのぼりが
古くなり、中止も考えたそうですが、会員
の皆さんや地元の皆さん、人形店の協
力で、こいのぼりも新しくなり、継続でき
るようになったそうです。地域についても、
いろいろなイベントや行事がありますが、
多くのボランティアの皆さんの地道な活
動・協力があって成り立っていることを、
空に泳ぐこいのぼりを見ながら改めて認
識しました。感謝・・・　

（道人）　

　3月28日に産業建設常任委員会が、方城（弁城・伊方）防火帯の視察
をおこないました。　
　防火帯とは、山林火災が発生したとき燃え広がらないように、草木を刈り
取りしている箇所を指し、福智町はおもに北九州市・香春町・田川市の境
界に設けられています。　
　防火帯は、尾根沿いと縦線とがあり、一番幅が広いところでは約20ｍ、
長さは合計すると約10ｋｍあります。　
　毎年10月～11月に業者が草・木を刈り取り、維持に努めています。　

4月10日に厚生常任委員会が、神崎保育所・第一保育所・中央保育所の
現地視察をおこない、園舎などの状況を確認しました。　

▲遠方から見た方城防火帯。道のように見えます。　

産業振興課職員
より説明を受けな
がら、山道を約3時
間歩き、視察をお
こないました。　

▲
　

　神崎保育所は次の
　問題点がありました。　
・教室の扉が傾きにより開か
ない　
・トイレが水浸しで、滑りやすく
危険である　
・園舎内外の壁に亀裂がある　
・園舎入り口の水路に、ふた
がなく危険である　
・屋根からの雨漏りにより、天
井の板が、はがれかけている　

▲第一保育所は次の問題点が　
　ありました。　
・昭和51年に増設された職員室が雨漏りを
している　
・浄化槽の不具合がある　

▲
　


